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   ＜あらまし＞  放送大学 ICT 活用・遠隔教育センターでは，2005 年度より携帯電話への情報配信

システム K-tai Campus のサービス提供を実施している．本稿では，2010 年 2 月 23 日までのシステ

ムへのアクセスログを解析することで明らかとなった K-tai Campus の利用状況について述べる．ア

クセスログから，システムへのアクセス件数は，月別では 5 月，10 月，時間別では，朝，夕，夜中，

曜日別では平日にピークがあることが明らかとなった．また，学生が K-tai Campus にアクセスする

端末の約 78.6%は 3G 携帯電話，約 20.5%が PC であること，約 75.9%が URL を直接入力して K-tai 
Campus へのアクセスが行われることが明らかとなった． 
 
    ＜キーワード＞  携帯電話  高等教育  コミュニケーション  システム開発  利用分析 
 

近年，多くの大学生が持つようになった携帯電

話は，これまでの学内に置かれた掲示板による情

報伝達に代わり，授業情報やキャンパス情報を伝

える大学と学生を結ぶコミュニケーションツー

ルとして期待されている． 
我々は，高等教育機関が携帯電話をキャンパス

で利用する上で共通的に利用可能な基本機能を

構築し，K-tai Campus（葉田ほか 2007）として

2005 年度よりサービスを提供している．本稿で

は公開を開始した 2005 年 11 月から 2010 年 2 月

23 日までのアクセスログの解析により明らかと

なった，掲示板機能の利用状況について報告する． 
 

K-tai Campus  
K-tai Campus は，高等教育機関を対象とした

携帯電話による大学と学生間のコミュニケーシ

ョンの支援を目的としたサービスである．多くの

大学が共通で利用できる基本的な機能として，ケ

ータイサイトとメール配信を提供している．サー

ビスの提供形態は，図 1 のように利用機関にサー

バを置かず，放送大学に置かれたサーバをネット

ワーク経由で利用してもらう ASP (Application 
Service Provider) 形式である． 
本システムが提供するケータイサイトは，利用

する大学別に専用サイトが構築され，専用の

URL によって利用するものとなっている．ケー

タイサイトは，ユーザ別の利用制限機能を備えて

おり，誰でも見ることができる公開情報と，ID・

パスワードが発行された教職員や学生等が利用

できる学内情報が用意されている．  
本システムが提供するメール配信機能は，携帯

電話キャリアが行っている迷惑メールフィルタ

への対策を考慮した専用のメールサーバを用い

ている．また，メール配信時には配信範囲を選択

できるようになっており，目的に応じて，全学，

学部，学科，あらかじめグルーピングしておいた

リストへの配信が行えるものとなっている． 

 
図 1  システムの概要 
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K-tai Campus システムの掲示板は，システム

公開から 2010 年 2 月 23 日までに，高等教育機

関（専門学校，高専，短大，大学）の合計 22 機

関からの利用があった．K-tai Campus の利用状

況を明らかにするため，これら機関のサイトへの

アクセスについて，Web サーバとして用いてい

る Apache のログを用いて解析を行った．対象と

なる総アクセス件数は，114377 件であった． 
Apache で記録されるログの内容には，アクセ

ス日時，アクセスしてきた端末の IP アドレス，

アクセス元 URL，検索キーワード，閲覧した端

末の情報である UserAgent （アクセスブラウザ，

端末機種）が含まれている．これらを用いること

で，それぞれ図２～４のように，月別，時間帯

別，曜日別のアクセス状況が明らかとなった．

また，それぞれ図５，図６のようにアクセス端

末，アクセス元URLについても明らかとなった． 

図５  アクセス端末 

 
図２  月別のアクセス 

図６  アクセス元 URL 

図３  時間帯別のアクセス 

 
 

本稿では，複数の高等教育機関が利用した

K-tai Campus のケータイサイトについて，アク

セスログを解析することで利用状況を明らかに

した．今後も継続して K-tai Campus のサービ

ス提供を実施するとともに，高等教育機関にお

ける利用状況について報告していく予定である． 

図４  曜日別のアクセス 

利用のお問合せ先 e-mail: k-tai@ouj.ac.jp 
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